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ご あ い さ つ 
 平素は，児童・生徒の健全育成に向け，校長先生をはじめ教職員の皆様には熱

意溢れる取組を推進いただき，心から感謝申し上げます。 

昨年１０月１０日「体育の日」にあわせ，文部科学省から，２２年度の体力・

運動能力調査結果が公表されました。全国結果を概観しますと，児童・生徒の基

礎的な運動能力は昭和６０年頃のピーク時に比較して依然と低い結果を示してい

ますが，近年は上向きに転じており改善傾向にあり，京都市におきましても，新

体力テストが導入された平成１１年度と比較してみると，多くの項目で数値が上

回り，長期的な体力低下傾向から，少しずつですが，改善の様子が見受けられる

ようになってきました。しかし全国の平均値と比べると，ほとんどの種目で下回

っており，以前から指摘されている「運動する子どもとしない子どもとの二極化」

傾向も引き続き顕著に表れています。 

２３・２４年度から小中学校で実施される新学習指導要領では，子どもたちが

生涯に渡って豊かなスポーツライフを実現する資質を養うことを重視しています。

運動が得意な子どもたちの能力を伸ばすことも重要ですが，そうでない子どもた

ちも運動の楽しさや喜びを味わい，自主的・自発的に運動に親しみ，子どもたち

全体の体力向上を図らなければなりません。 

「体力」は，人が健やかで充実した生活を送るための源です。学校での体育・

スポーツ活動はそのきっかけ・入口となる重要なものと考えられます。 

本書は各校で積極的に実施していただいた「新体力テスト」のデータを収集・

分析し，蓄積された過去のデータや全国結果と比較し，グラフ化することにより，

京都市の子どもたちの体力の現状や推移をわかりやすく解説したものです。各校

におかれましては，本書を御活用いただき，指導の工夫を図っていただくととも

に，子どもたちが体育の授業はもとより，日頃から運動に親しむ習慣を身に付け

ることができるよう，家庭・地域との連携の下，体力向上に向けた取組の一層の

推進に努めていただきますようお願い致します。 

最後になりましたが，本報告書の作成にあたり，校務御多忙の中，貴重な資料

を御提供いただいた各校並びに調査結果を分析・考察いただいた京都市立学校園

体育研究会連盟の調査委員の皆様に心から感謝申し上げます。 

平 成 ２ ４ 年 ３ 月 

京都市教育委員会体育健康教育室 

室  長  山 本  雅 之 
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は じ め に 
現在の「新体力テスト」は昭和４５年度から実施されている「スポーツテスト」

の種目の見直しが図られ，平成１１年度から開始されたものです。京都市立学校

園体育研究会連盟では各校において積極的に実施していただいた「新体力テスト」

の結果を集約し，子どもの体力づくりの取組や体育・スポーツ活動の指導に広く

活用されることを目的に，集計・分析・考察したものを報告書として作成してい

ます。 

平成１４年９月に中央教育審議会から出された「子どもの体力向上のための総

合的な方策について（答申）」には，「体力」は身体的なことはもちろん，精神面

の充実に大きく関っていることや，子どもの体力の低下が招く社会への悪影響な

どが記載されています。「学力」同様，「体力」についても子どもにとって大切な

「生きる力」を支える大切な柱のひとつであり，子どもたちがたくましい心と体

が備わった人間として社会に出ることは，社会全体の活力へとつながるものと考

えられます。 

昨年，文部科学省は現在の子どもの体力として「下げ止まりから改善へ向かっ

ている」と発表しました。子どもの体力低下が問題視され，各方面で様々な体力

向上の取組がなされた結果と捉えることができますが，一方で「ピーク時（昭和

６０年）と比べると依然として低水準」ともコメントされています。京都市も全

国と同じ傾向にあり，これからも引き続き子どもの体力向上に向かって粘り強く

取り組む必要があります。 

本年度の報告書では，考察内容について，新体力テストの各種目がどのような

体力要素と関わっているのか，またその要素を伸ばすにはどのような運動をすれ

ばいいのか等，具体的な例を示しながら記載しました。つきましては，本報告書

を十分にご活用いただき，教科の時間はもとより特別活動や運動部活動など，ま

た，家庭や地域との連携を図る中，子どもの体力向上に関する取組の一助にして

いただきたいと願っております。 

最後になりましたが，本報告書を作成するにあたり，貴重な資料を提供してい

ただきました各校並びに資料の分析・考察にあたっていただきました新体力テス

ト調査委員会の皆様に厚くお礼申し上げ，ごあいさつとさせていただきます。 

平 成 ２ ４ 年 ３ 月 
京都市立学校園体育研究会連盟 

  会 長  井 上  義 信 
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Ⅰ 実 施 要 項 

１ 目 的 

新体力テストを実施することにより，京都市立小・中・高等学校児童生徒の体力・運動能力の状況

を明らかにし，日々の体育指導上の基礎資料とする。 
 

２ 調査対象 

○ 小  学  校 ： １～６年（ ６～１１歳）の男女児童 
○ 中  学  校 ： １～３年（１２～１４歳）の男女生徒 
○ 高等学校（全日制） ： １～３年（１５～１７歳）の男女生徒 

 
３ 調査期間 

  平成２３年４月～７月 
 
４ 調査内容 

 （１）体 格 
   平成２３年度定期健康診断の発育測定による身長・体重・座高 
 （２）体力・運動能力 

小学校児童は「新体力テスト実施要項（６～11 歳対象）」，中・高等学校生徒は「新体力テスト実

施要項（12～19 歳対象）」による。 
  
 ＜新体力テストの種目等一覧＞ 

 
 
 

種    目 主な体力・運動能力要素 
対  象 

小学校 中・高等学校 
握   力 筋  力 ○ ○ 
上 体 起 こ し 筋力・筋持久力 ○ ○ 
長 座 体 前 屈 調 整 力 

（平衡性，敏捷性，巧緻性，柔軟性） 
○ ○ 

反 復 横 と び ○ ○ 
２０ｍシャトルラン 

全身持久力 
○ 

○ 
持 久 走 ― 
５ ０ ｍ 走 走  力 ○ ○ 
立 ち 幅 と び 瞬 発 力 ○ ○ 
ソフトボール投げ 投  力 ○ ― 
ハンドボール投げ 投  力 ― ○ 

※ 「○」…実施種目，「－」…実施しない種目 

※ 中・高等学校においては，20ｍシャトルランか持久走のどちらかを学校選択で実施する。 

実施した検査種目と体力・運動能力要素との概ねの関係を以下のように示す

ので，各校児童・生徒の体力・運動能力把握の際に参考にされたい。 
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校種 校数 調査人員 小　計

男 １,０７５

女 ９９８

男 １,０１８

女 １,１１０

男 １,３７６

女 １,２６１

男 １,６４９

女 １,５８４

男 ５,２８０

女 ４,９３０

男 ２,２３４

女 ２,１３９

男 １,５３８

女 １,５４３

男 ２,６３３

女 ２,４８０

男 １,４７２

女 １,４１８

男 １９８

女 １３７

男 ３５９

女 １４３

男 ２４８

女 １５４

名36,977

３,０８１

５,１１３

２,８９０

３３５

１,２３９５０２

４０２

１１,０８４

学年別

1年

２,１２８

２,６３７

３,２３３

2年

１０,２１０

４,３７３

２,０７３

3年

4年

５　平成２３年度新体力テスト調査人員

２４,６５４１７３校

1年

3年

2年

３校

3年

1年

2年

６８校

名

合計

名

名

総　　　合　　　計

小学校

中学校

高等学校
（全日制）

5年

6年
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６ 集  計 

○すべての統計処理は，体育健康教育室で行う。 
○報告書中の全国平均値は，「平成２２年度体力・運動能力調査報告書（文部科学省スポー

ツ・青少年局）」による。 
 
 
☆参 考：統計用語の解説☆ 
 
１ 平均値 
  集団の傾向を表す数値の一つで，計算しやすい，わかりやすい，一般に最もよく知られている等

の理由からよく用いられ，集団の特徴を最もよく表す数値である。しかし，ほぼ同じ能力が集まって

いる場合でも，優れている者・劣っている者の差が大きい集団の場合でも同じ数値になる場合があ

り，平均値だけで集団の傾向を判断する場合には注意を要する必要がある。 
 
２ 標準偏差 
  前述のように，平均値が同じ場合でも，数値が比較的そろっている場合もあればバラバラになっ

ている場合もある。このような測定値の散らばり具合を示す代表的なものが標準偏差である。 
  標準偏差は次のような性質をもっている。 
  ①標準偏差が大きければその集団には能力の低い者から高い者までいろいろな者が含まれて

いる。 
  ②標準偏差が小さければ測定値の散らばりが少なく，平均値を中心とした能力が比較的そろっ

ている者が多い。 
  ③標準偏差はＴ・スコアの計算や測定値を得点化するときの単位としてよく用いられる。 
 
３ Ｔ・スコア 
  スポーツテストによって得られた測定値は，時間・回数・距離など，それぞれ異なった単位をもっ

ている。したがって，このような異なる単位をもった数値はそのまま直接比較することはできないし，

年齢が異なれば平均値や標準偏差も違ってくる。そういった単位や年齢その他のことが異なって

いても具体的な数値で比較できるものとしてよく用いられるのがＴ・スコアである。 
  Ｔ・スコアは次のような性質をもっている。 
   ①「５０」を中心におよそ「２０～８０」の範囲に分布する。 
   ②「５０」が集団の中でどのような位置にあるかがわかる。 
   ③種目や年齢・性別だけでなく，他種目などのＴ・スコアとも同じように扱い比較することができ

る。 
  なお，Ｔ・スコアは，平均値と標準偏差がわかっていれば，次の公式にあてはめることによって簡

単に計算できる。 
 

Ｔ・スコア＝ １０×（個人の測定値－平均値）  
＋５０ 

標  準  偏  差 
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４ ５段階得点 
  各測定値を段階別に得点化する場合，最もよく用いられるのがこの５段階評価である。５段階に

区切る場合，平均値と標準値を用いる。５段階区分の仕方と各段階の割合を図示すると次のように

なる。 
５段階区分の仕方と各段階の割合  

 
 

１ 本報告書における「Ｔ・スコア」について 

Ｔスコアについては，本報告書「Ⅱ 調査結果の概要」の「１ 平成２３年度

京都市立学校児童・生徒の体力・運動能力の現状」（ｐ７～２２）において，２３

年度京都市平均値と「２２年度京都市平均値」及び「２２年度全国平均値」との

比較・分析に用いている。上述の３つの平均値のＴ・スコアを基に，「レーダーチ

ャート図」を作成している。 

２ 「レーダーチャート図」について 

 ①２２年度・２３年度京都市平均値との比較 

「２２年度京都市平均値＝５０」として点線で表し，それに対する「２３年度京都

市平均値」を指数として実線で表し，比較。 

 ②２２年度全国平均値・２３年度京都市平均値との比較 

「２２年度全国平均値＝５０」として点線で表し，それに対する「２３年度京都市

平均値」を指数として実線で表し，比較。 
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